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                    平成２５年５月１０日 

 

観光振興課奈良町にぎわい室 

電話 ０７４２－２４－８９３６ 

 

 

奈良市きたまち転害門観光案内所の開所について 

 

奈良市は、きたまちの観光振興を図っていくため、世界遺産東大寺転害門に隣接

し、旧京街道（国道 369 号）に面した奈良市手貝町に、「奈良市きたまち転害門観光

案内所」を開所することといたしました。 

この案内所の建物は、昭和 15 年に南都銀行手貝支店として建築されました。近代

建築家である岩崎平太郎氏により設計され、町家の形態を遺した近代建築として貴

重なものです。 

この案内所では、昨年 7 月に開所した「奈良市きたまち鍋屋観光案内所（旧鍋屋

交番 きたまち案内所）」と連携しながら、東大寺転害門や正倉院などの世界遺産や

歴史的な町並みに加え、きたまち地域の近代遺産などの奈良の新たな魅力を結び付

けていく、きたまち観光の拠点として活用を目指しています。 

なお、案内所の運営は、地元住民の皆さまや地域活動団体、観光ボランティア団

体との協働によって行います。地域の観光案内や観光資源の発掘に加えて、地域の

まちづくりなどを実践し、きたまち地域全体の活性化を目指していきます。 

 

［施設概要］ 

  名 称 奈良市きたまち転害門観光案内所 

  所 在 地 奈良市手貝町 54 番地の１ 

  構 造 等 木造二階建 

  敷地面積 212.79 ㎡ 

  延床面積 157.37 ㎡ 

  施設内容 観光案内スペース、和室 

 

［開所時間］ 

  １０：００～１６：００ 

 

［休所日］ 

・毎週木曜日 

  ※その日が休日の場合は、直後の休日でない日 

・休日の翌々日 

  ※その日が、日曜日、土曜日及び休日を除く 

・１２月２７日～1 月５日 

 

［アクセス］ 

  奈良交通手貝町バス停下車すぐ 

 

 

 



 

 

［開所式典］ 

  日 時 平成２５年５月２５日（土）午前１０時から 

  主 催 奈良市、転害門前旧銀行跡建物活用協議会 

  場 所 奈良市手貝町５４番地の１ 

奈良市きたまち転害門観光案内所 

 

［案内所の連絡先］ 

Ｔ Ｅ Ｌ ０７４２－２４－１９４０（ＦＡＸ共通） 

※南都銀行旧手貝支店が建築された年、１９４０（昭和１５）年

にちなんでいます。 

 

［運営方法］ 

   奈良市から転害門前旧銀行跡建物活用協議会（会長：田辺和夫）に案内所

の運営を委託するとともに、ＮＰＯ法人なら観光ボランティアガイドの会に

観光案内を委託して、案内所を運営します。 

転害門前旧銀行跡建物活用協議会は、奈良市きたまち転害門観光案内所を

観光案内拠点、地域交流拠点として活用し、地域の活性化を目指すものとし

て結成された団体です。自治会、まちづくり団体、ＮＰＯなど、きたまち地

域のまちづくりに関わるメンバーから構成されています。 
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建物の概要及び沿革について 

（「世界遺産東大寺転害門に隣接する町家活用基本構想報告書」より作成） 

１．建物の概要 

  当該建物は世界遺産東大寺転害門（国宝）に隣接し、旧京街道に面して建設された木

造２階建て、延べ床面積２２３㎡の和瓦葺きの建物であった。 

  建設年は昭和１５年で、南都銀行旧手貝支店として計画され、近代建築の巨匠、武田

五一の木造部門を補佐し、奈良建築界の第一人者であった岩崎平太郎の設計によるもの

である。岩崎平太郎は奈良県における建築設計業の創始者と位置づけられる人物であり、

近年、その業績の再評価と遺された作品群の調査が行われている。 

  当該建物は京街道に面した主屋と奥の附属屋（宿直室・小使室・便所等）からなる。

主屋は４間半四方で、正面、側面とも庇が回り、本２階建てに見えるが、じっさいの内

部は吹抜となっていて平屋の建物である。室内は営業室、客だまり、応接室からなり、

営業室と客だまり間はカウンターで仕切られていた。営業室も２Ｍほどの高さの間仕切

を壁をたてまわして仕切るが、上部は吹き抜けていて、５Ｍの高さで格天井が張られて

いた。柱が省略され、広々とした印象の室内であったと思われる。 

  表構えは、一般の町家と異なり正面中央間に両開きガラス戸を吊り、対称形になって

いる点が特徴的である。銀行としてモニュメンタルな意匠を意図したものであろう。ま

た、腰板壁と金属パイプの格子で構成されるが、正面の腰板をささら子下見板張り、南

側側面を竪板張りとしていることにも、設計の細やかさが感じられる。大屋根軒下はセ

ガイ造風に納め、庇では、岩崎平太郎独特の繰り形が見られる。小屋組はトラスを組み、

両妻は和小屋とする。主屋の柱を省略するための工夫であろう。奥に坪庭を設け、これ

に面する部分を板張りとするなど、奈良の伝統的な町家の空間構成を生かそうとする意

図も感じられる。附属屋は、南側を正面とし、中央に玄関を設け、その両側に宿直室、

小使室を配する。簡素なつくりの建物である。 

  当該建物は、国宝転害門の隣接であることを意識し、また京街道沿いの街並みとの調

和も考えて、伝統的な町家の基本的形態を踏襲しながら、諸処に銀行らしいモニュメン

タルな意匠の工夫がみられる。 

 

２．南都銀行手貝支店の沿革 

明治３０年１１月５日 奈良銀行北支店として奈良県添上郡奈良町大字手貝 

第１番屋敷に開設 

  明治３１年２月１日  市制施行により所在地が奈良市大字手貝第１番屋敷となる 

  明治３３年１２月２８日 町名制採用により所在地が奈良市手貝町４９番屋敷となる。 

  大正７年１０月５日  買収合併により六十八銀行奈良北支店となる 

  昭和２年１２月２６日  買収合併により六十八銀行奈良北支店となる 

  昭和９年６月１日  合併により南都銀行手貝支店となる。同時に所在地を奈良

市手貝町５４番地と変更 

  昭和１５年１２月１日  店舗新築（岩崎設計事務所が設計） 

 



参考資料 

  昭和４７年３月２１日  奈良市今小路町４３番地の４へ新築移転、この時に、南都

銀行旧手貝支店跡建物は、個人の所有となり、病院の看護

婦寮、理髪店などとして利用された。 
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